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上代に見える丁寧語「侍り（はべり）」について 
 
A Study of the Honorific“Haberi”for Listeners 















また森野宗明氏 1）は，正倉院古文書注 2）の「依為妻病 今間患苦侍」「父尊者者之等乃
末鳴恋侍」といった例について，「存在」の意味を完全には捨象していない，身内主語で
ある，という二点から，被支配待遇―謙譲表現の段階からは出ていないとしている． 







についても，後世の混入の可能性を指摘している 2）．ただし，手紙引用部の 1 例のみは，
『伊勢物語』の他の 1 例とともに本来被支配待遇であった「はべり」が，900 年当時すでに
対人コミュニケーション場面に転用されていたことを明確に示す例として位置づけられる
とする 3）注 5） 


















  侍者、付給下耳、若无、後日必々請給、 
 春佐米乃  阿波礼 
          天平宝字六年潤十二月二日 
                  下僧正美謹状      
                                    （続修別集 48 断簡 10 5／328～329） 
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正美は石山寺の僧である．東大寺の良弁の命により，天平宝字 5（761）年 12 月から大増
























































                       天平宝字六年潤十二月二日 
                  下僧正美謹んでお手紙さしあげます 
奉写経所解 申奉請仁王経疏事    「少僧都所」 
合奉請仁王経疏一部 
 右、依侍雄足障故、不得専参向、仍附舎人阿刀乙万呂、令奉請如件、謹解、 
         天平宝字六年十二月廿四日主典 








         天平宝字六年十二月二十四日主典 

















  牒 経所案主上公所 
  一切経目録〈先後四巻〉 
   右、為奉今見、少僧切要、宜承知状、以明日卯時、於法華寺西南角令持可参相、 
   道守正身若障有者、上毛野名方万呂参耳、今具状、以牒、 
             二月十六日雄足 
                             （続々修 16 ノ 4 断簡 15 14／309） 







  一切経目録〈先後四巻〉 












             二月十六日雄足 
② 
東寺写経所牒  御書所 
合請経師装潢並陸人 
  難破高屋 田上嶋成 子部多夜須 
  丸部人主 荊嶋足 宍人百村 
   右、被大保去八月廿一日宣偁、以先経師并浄衣等、令奉写金剛般若経 
   一千二百巻者、謹依宣旨、件人等所請如件、乞察此状、令齎浄衣早赴寺 
   家勘所、若有障公事者、令返上浄衣、仍具状以牒、 
         天平宝字二年九月廿二日主典正八位上安都宿祢 
（続々修 18 ノ 6 断簡 3（1）裏 17／173～174） 
東大寺写経所牒す  御書所へ 
合わせて経師装潢あわせて六人を請う。 
  難破高屋 田上嶋成 子部多夜須 
  丸部人主 荊嶋足 宍人百村 





        天平宝字二年九月二十二日主典正八位上安都宿祢 























 造石山院所解  申未到鋳工事 





              天平宝字六年三月廿九日巳四点 主典安都宿祢 
























              宝字二年九月四日大津大浦状 
謹上  東大寺貴人〈殿人〉 
○奥裏ニ，ウハ書「謹上 東大寺安刀殿門」（未収）及ビ封墨痕アリ 
（続修 46 断簡 4 4／300～301） 















             宝字二年九月四日大津大浦しるす 
謹上  東大寺貴人〈殿人〉 
奥裏上書「謹んで奉る 東大寺



































             三月十一日安〔刀〕預参状 






又、おっしゃってよこされましたとおりに、御事        します。事情をしるし
て謹んで申しあげます。                                             
                        〔天平宝字二年〕三月十一日 安刀預参しるす 
















































 仰注 7）請処分、仰可遣、 
一院散雑物、依取収事不得、今明日間参上苦侍、但進上仕丁等、待後日可 
 向、乞火急可返却遣仕丁并舎人， 
             十二月八日辰時下道主 





















             十二月八日辰時下道主 
















    右為大人之男腫瘡病在治        宝亀二年二月七日（続々修 20-2 裏 17／607） 










依今日急事在（17／599）  依私急事有（22／415） 
  有私家重患（18／468）  病有家内（22／589）     






（続々修 43 ノ 5 断簡（2）裏 13／462～463） 
右、人君は今月十一日に、痢病に臥して今日に至っております。（中略）今はかろうじ
て一命を取り留めております。 





           宝亀三年八月廿日（水通筆）「勘」「上真継」「大和水通」
（続々修 39 ノ 4 断簡 8（2）裏 20／53～59） 
右の婦は、前月下旬から重い病にかかっておりまして今月十三日に死去いたしました。 
右婦、従去月下旬癃侍、以今月十三日死去 
（続々修 39 ノ 1 断簡 3（2）裏 17／561～562） 
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 2-4 の下道主は，河内国の人で天平 12（740）年に 18 歳で皇后宮職舎人として出仕してい
る．天平勝宝 2（750）年に少初位上，写経生として働き，やがて，東大寺政所の事務仕事を
するようになり，同 4（754）年，法華寺阿弥陀浄土院造営，5 年～6 年は石山寺造営のため
別当安都雄足のもと上馬養とともに案主として働く．同 7（755）年に従七位下，延暦 6（787）






    念林宅成解 申請暇事 
      合三日 
    右依在障 請如件        
七月二十九日 
（続々修 39 ノ 1 断簡 2 裏 17／568） 
比来間重病受患障侍            （続修48断簡5 15／355） 
浄浜父、足出悪瘡之、辛苦侍            （続修別集6断簡8裏 16／323） 
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